
１．総合計画について ３．現在の総合計画と総合戦略の関係

４．統合後の想定

基本構想 10か年計画
北アルプスに育まれ 共に響き合う

田園産業都市 安曇野

基本計画 ５か年計画
前期５年・後期５年の計10年

実施計画 ３か年計画
（ただし毎年見直し）

具体的な事業を掲載

当市の総合計画は３階建ての
構成です

市政を総合的・計画的に運営するための計
画であり、市の最上位の計画に位置付けられ
ています。策定の根拠規定は、自治基本条例
です。

総合計画とは

まちづくりの基本的な理念を示したもので
あり、将来像や基本目標を示しています。

基本構想とは

分野毎の施策の基本的方向や内容を示して
います。

基本計画とは

統合の狙い
・市の上位計画の統合によるまちづくりの方針の明確化
・総合計画の策定メンバーによるPDCAサイクルの稼働

２．総合戦略（まち・ひと・しごと創生総合戦略）について

まちづくりの道標であるため、計画期間中
の改訂は行いません。
また、分野毎の個別計画もすべてこの総合
計画に沿って作られるため、総合計画の策定
時には、的確な地域課題の把握と社会経済情
勢の先読みが求められます。

総合計画の課題

地方がそれぞれの強みを生かし、活力ある
持続的な社会を構築する「地方創生」の計画
です。特に、地方へ人・お金が流れを創出し、
人口の維持や仕事の創出することに特化して
います。策定の根拠規定はまち・ひと・しご
と創生法です。

総合戦略とは

PDCAが重視されています。数値目標やKPI
（重要業績指標）の明確な設定により、進捗
状況が定量的に評価できます。

総合戦略の特徴

持続可能な地域づくりがテーマであり、施
策も全方位、全部局にまたがるため、「総合
計画」の内容と重複する部分が多くあります。
市の大きな方針となる計画が２つある状態
となっており、市民にとってまちづくりの方
針が見えにくくなっている恐れがあります。

総合戦略の課題

長野県内19市の策定状況
（R3.7実施アンケート結果より）

Q．総合計画と総合戦略を統合する予定は？
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既に統合済み あり なし 検討中・未定

Q．総合戦略の策定期間を教えてください。
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第２期 総合戦略（５か年）
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審議会委員は、計画策定の時のみ（諮問～答申までの任期）

有識者委員は、総合戦略の策定に加え、評価検証も行っている。
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基本計画（後期）＆

まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本構想

基本計画（前期）

総合計画＆総合戦略
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計画策定のための委員は、総合計画審議会の委員を基本として、
従来の策定時の審議に加え、計画期間中の評価・検証も行って
いただく（検討中）

第２期 総合戦略

統 合 が ス タ ン
ダードになって
きています

総合計画と総合戦略の統合案について
令和３年８月３０日
有識者会議資料

第２期戦略の内
容・KPIを総合計
画に継承


